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筆者 は、長 い間、"BloomsburyGroup"(「 ブルー ムズベ リー ・グルー
プ」)、なか で も、 とりわけ、VirginiaWoolf(1882-1941)に強 い関心 を
寄せ て きた。 と同時 に、 ここ数年 来 は、「伝 記文学」 とい うジャ ンルが
気 にな って な らない。 そ して、 これ らのテー マにつ い て、 自分 な りに
研 究 ・考 察 した ところ を、 これ までに三編 の論文 において発表 した。
まず 、「Bloomsburyの 知的貴族 た ち」3の中で は、Woolfを 含 め、 この
グルー プの生 涯 にわ たる絆 の基 を なす 、 メ ンバ ー全員 に共通 す る価 値
観 と芸術 観 を探 り、つ ぎに、そ う した ものの見方 や人生 の上 に立 って、
か れ らが そ れぞ れの資 質 と才 能 を活 か して、創 造 した文 学的作 物 や美
術 的作 物 につい て考察 した。 また、 「伝 記 と英 国人」4の中 では、英 国人
であ るTerryEagleton自 らが認 め る 「個 人の伝記 に寄せ る英 国人特 有の
偏 愛ぶ り」5の因って きた る ところ を分析 し、伝 記のス テイ タス が英国で
は非常 に高 く、か たや、 ドイ ツで は極 めて低 い理 由 を探 っ た。 そ して、
英 国が 「伝 記 文学 とい うジャ ンル に関す る限 り、質量 と もに、群 を抜
いた筆頭 国」6であ り続 けたの とは対照 的 に、 「日本 はけ してそ んな伝 記
の盛 んな国 では なかっ た」7と言 え るが 、そ れ はなぜ か等 々、 「伝 記」 に
まつ わ る数 々 の疑 問 につ いて 、 自分 な りの答 え を提 示 した。最 後 に、
「英 国伝記 文学 の歴史 と特 質」8の中で は、伝記 と伝 記研 究 の歴 史、伝 記
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の定義、伝記 とい うジャンルに固有の諸問題、伝記 と肖像画の関係に
ついて考察 した。
そ もそ も、以上のような 「伝記」に寄せ る筆者の興味 ・関心は、英
国の書店の伝記コーナーを訪れるたびに、 日本の書店 とは違って、伝
記や ノンフィクシ ョンの棚が、 フィクションのそれと同 じくらい延々
と続いていること、また、新 聞 ・雑誌 の 「書評欄」 にも伝記関連の記
事が少な くな く、 しか も、かな りのスペースが割かれている、 とい う
素朴 な驚 きからであった。 この伝記の盛況という現象は、 とりもなお
さず、その背後に、先のEagleton言 うところの英 国人の強い伝記愛好
心があってのことであろうし、 また、 もし、そうであるならば、英国
人の国民性や英国の文学 を理解 しようとする者 にとっては、「伝記」の
考察は不可欠であるとは言わない まで も、それを通 して多 くの示唆が
得 られる一つの切 り口にはなりうる、 と確信するに至ったのである。
まして、VirginiaWoolf自 身の作品の中にも、「ある伝記」 という副題 を
もつ作品が三編 と伝記文学論が二編あるではないか。だが、正直に言
って、彼女のそうした作品を読んだ時にも、「ある伝記」 という副題の
意味す るところを今ほ ど真剣に考 えてみはしなかった し、彼女の 「伝
記論」についても、いまほど切実に興味津々で読んだことはなかった。
「伝記文学 と英国人」の 「あ とが き」にも記 した ように、筆者の最
終 目標は、なによりも、「伝記文学」の総括 にあ り、 これを可能なかぎ
り多面的に研究し、かな り長いシリーズものの形で世に問 うことであ
る。
本論では、「ある伝 記」 とい う副題 をもつVirginiaWoolfのFlush
(1933)を 選んで、伝記 に寄せる彼女の考え方、お よび、その因ってき
たるところに焦点 を絞 りなが ら、考察することとした。 この作 品は中
編なが ら、人間 と動物 問に限らず、男女間、 階級間、異なる芸術問、
あるいは、異国間の関係などについてのWoolfの 基本的な考え方 を提示
しているので、これ一編をもって、完結 したFZ%訥 論にするという考え
は筆者にはない。Flushに ついては、引き続 き、今回取 りあげなかった
さまざまな角度か ら研究 を続けたい。Woolfに は、このFlushの 他にも、
Orlando(1928)、RogerFz^y(1939)と 題する"self-labelledbiographies"9
が二編ある。最終的には、 これら三編 を比較研究 し、 さらには、英国
の伝記文学全体における位置付けを行うことをもって、Flush研 究の一
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応 の区切 りとしたい と考 えている。
〈Flushに ついての研 究状況>
Flushに つ いて は、発 刊 当初 、英 米で大 い に好評 を博 した に もかか わ
らず 、作 者 自身 が 、 日記 や 書簡 の 中で 、"sillybook"、"escapade"、
"joke"な ど と呼ん だそれ らの言葉1°を、批評家 た ちが額面 どお りに受 け
とめ て きたせ いか、 本格 的 な研 究 や評価 が殆 どな され なか った が、 近
年 、 フ ェ ミニ ズム の観点 か ら再 び注 目され だ した とい うの が現 状 であ
る。確 か に、 この作 品 は、多少 の紆 余 曲折 はあ って も、 いず れ も具体
的 な事 件 や分 りやす い葛藤 を経 ての一 大 ロマ ンス が、 その筋 道 どお り
に、読 者 がす らす らと追 える ような書 き方 で描か れて い て、難 解 なモ
ダニス トとして定 評 のあ るWoolfの 作 品の中で は、珍 しい 部類 に入 るか
もしれ ない。 しか し、筆者 に とって は、 一読 して さえ、 や は りWoolfの
世 界 その もの を感 ず る。Woolff流 の独 創 的 な ものの見 方、 ユー モ ア、
ウ ィ ッ ト、 諧謔 、ペ ー ソスや 、表 現上 の実験 も随所 に見 られ、 コ ンパ
ク トな本 なが ら、彼 女 の エ ッセ ンス が凝 縮 され てい る とい う感 じで、
興 味尽 きない本 で ある。 こ とに、 「伝記 文学」 の研 究 には、 また とない
示 唆 を与 え て くれ るの み な らず、 「伝 記文 学」 を含 めて、 「文学 」 とは
な にか、 「傑作」 とはなにか な ど、 こち らが根本 に立 ち返 って、 問い を
投 げか け られ てい る感 じで、改 めて、Woolfと い う作家 の,奥行 きの深 さ
と幅広 さ、作家 と しての誠 実 さを再認識 させ られ る思 いであ った。
〈Flushと 詩人Browning夫 妻 の一大 ロマ ンス〉
こ こで は、 多少 の コメ ン トをま じえ なが らFlushの 大筋 を追 うこと
にす るが、 これ に先立 ち、 これが実 際 にあ った恋物 語 に基づ いて書
かれ てお り、出版 当時、殆 どの人が この一大 ロマ ンス を知 ってい た、
とい う事 実 を指摘 してお きた い。 とい うの も、 この事実 が本 論 の展
開 に とって、非常 に大 きな意味 を もつか らで ある。
1842年 の初 夏、 詩人 として名声 を誇 って いたElizabethBarrett
(1806-61)が 、 親友 に とい うよ りは、娘 に寄せ るの に近 い親愛 の情 と、
同 業 者 と して深 い敬 意 の念 を抱 い て い た女 流 作 家 のMaryRussell
Mitford(1787-1855)か ら、彼女 の大切 に してい た コッカー ・スパ ニエ
57
ル 犬 を 贈 ら れ る 。 病 身 の た め に 、 そ の 生 涯 を 、 自 宅 の 薄 暗 い 一 室 で 送
る こ と を 余 儀 な く さ れ たElizabethを 慰 め ん と し て の 思 い 付 き で は あ っ
た が 、 父 親 と ふ た り暮 ら し のMissMitfordの 逼 迫 ぶ り と 、 現 に 、折 し も 、
非 常 な 高 値 で 買 い た い と 熱 心 に 申 し 出 て い る 人 も い た と い う 事 実 を 考
え 合 わ せ る な ら ば 、 「金 銭 と は 結 び つ か ぬ 類 い 稀 な も の 」(8)で あ る 愛
犬Flushを 贈 物 に す る 、 と い う 彼 女 の 思 い 切 っ た こ の 行 為 は 、 こ の う え
な く 高 貴 な 思 い か ら 出 た も の と 推 測 し う る 。 以 下 に 引 用 す る 原 文 の 一
節 は 、 そ の あ た り の 経 緯 を 伝 え る も の だ が 、 こ の 一 節 を 読 む だ け で 、
い か にWoolfが 無 駄 を 一 切 切 り捨 て た 、 こ の 上 な く経 済 的 な 文 章 術 を 駆
使 し て 、 主 要 人 物 の 紹 介 か ら 各 々 の 置 か れ て い る 情 況 と 日 常 生 活 ま で















FlushとMissBarrettが初 め て 対 面 し 、 互 い が 余 り に 似 て い る と 同 時
に 、 余 り に 違 う と い う 事 実 に 驚 嘆 す る 場 面 は 、 と て も 象 徴 的 に 描 か れ
て い て 、 読 者 の 心 に 「印 象 の 原 子 」 と な っ て 降 り注 ぎ 、 鋼 の 鋭 さ で 刻













そ れ か ら 、Flushは 、MissBarrettの ソ フ ァ ー に 一 跳 び で と び 乗 り 、
今 後 、 彼 が 永 久 に そ こ に 横 た わ る こ と に な る 彼 女 の 足 元 の 敷 物 の 上 に
そ の 身 を横 た え た の で あ っ た 。
一 方 、Elizabetに は 及 ぶ べ く も な い が 、 や は り、 詩 人 と し て そ の 名 を
世 に 知 ら れ て い た 六 歳 下 のRobertBrowning(1812-89)が、1845年1月
初 め 、Elizabethに 、 彼 女 の 詩 を 賞 賛 す る 旨 の 手 紙 を 書 き 送 っ た こ と か
ら 、 文 通 が 始 ま り 、 ふ た り の 絆 は 深 ま っ て い く 。 や が て 、 彼 女 に 直 接
会 い た い と い うRobertの 気 持 ち は 募 り、 か れ の 手 紙 に は い よ い よ切 迫
し た 調 子 が 強 ま っ て い く 。 そ れ に 対 す るEizabethの 両 面 感i青 を 、 彼 女







当 然 の こ と な が ら 、MissBarrettの 綴 っ て い る 文 字 は 、Flushに と っ
て は 、 古 代 エ ジ プ トの 象 形 文 字 さ な が ら 、 な ん の 意 味 も 伝 え て こ な い
が 、 彼 は 、 あ た か も す べ て の 言 葉 が 読 め た か の よ う に 、 彼 女 の 心 を 寸
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上 記 の 二 つ の 文 章 を 比 べ て み る と 、Elizabethの 手 紙 の 内 容 をFlushが
解 説 す る と い う 形 が と ら れ て お り 、 と く に 、 両 者 の 動 作 に つ い て は 、
"quiveredatastep
,atabreath"と い う 具 合 に 、 同 じ表 現(多 少 の バ リ エ
ー シ ョ ン は あ る に し て も)が 使 わ れ て い る こ と に よ っ て、Flushが い か
に 犬 と 人 間 と の 境 界 線 上 の 住 人 と化 し て い る か が 感 じ ら れ る 。 こ こ で 、
読 者 は 、 ふ た りが 初 め て 会 っ た 瞬 間 の 、 あ の 印 象 深 い 表 現"Broken
asunder,yetmadeinthesamemould,coulditbethateachcompleted
whatwasdormantintheother?"が、 ま る で 、 今 の 今 ま で 通 奏 低 音 の
よ う に 鳴 り響 い て い た 、 と い う 思 い に と ら わ れ な い だ ろ う か 。
さ て 、 そ う し て い る 中 に も 、 時 は 容 赦 な く飛 ぶ よ う に 過 ぎ て 、 は や 、
温 か な 西 風 がMissBarrettの 部 屋 の ブ ラ イ ン ド を 揺 す り 、 部 屋 に 置 か れ
た い く つ か の 胸 像 が 陽 光 に 白 く 照 り 映 え る 。 も は や 、 恐 ろ し い 春 の お
と ず れ を 阻 止 で き る も の は な に も な い 。
5月21日 の 昼 下 が り 、2時 半 を 知 ら せ る 近 く のMarylebourne
Churchの 鐘 の 音 が 鳴 り 終 わ る と 同 時 に 、 正 面 玄 関 の ド ア に 力 強 い ノ ッ
ク の 音 が 響 き、 メ イ ドの 案 内 で 、MrBrowningが、 そ の 日 の た め に 、 特
















上 記 の 描 写 は じつ に 見 事 で あ る 。 こ こ で は 、Woolfは 、Flushを 観 察
者 ・報 告 者 と し て 、 読 者 に 知 ら せ る べ き情 報(MrBrowningの 容 姿 、 性
格 、MissBarrettが 心 身 と も に 急 速 に 健 康 を と り戻 す さ ま)と 、Flush
自 身 の 思 い(喪 失 感 、 孤 独 感)を 余 す と こ ろ な く伝 え る の に 成 功 し て
い る 。
さ て 、 そ の 夜 、Elizabethの 父 親 が 、 い つ も 通 り 、 娘 が 自 分 の 命 令 を
守 っ て 、 夕 食 を 残 さ ず 食 べ た か ど う か を チ ェ ッ ク し 、 し ば し雑 談 を し








や が て 、 ふ た り は 連 日 の よ う に 会 う よ う に な り 、 そ れ に つ れ て 、
Flushの ほ う はRobertへ の 敵 意 ・嫉 妬 心 とMissBarrettに 寄 せ る 愛 と の
ジ レ ン マ を 募 らせ て い く 。 以 下 は 、Flushが 激 し い 葛 藤 の う ち に 悶 々 と
し た 日 々 を 過 ご し た そ の 末 に 、 愛 に つ い て の 哲 学 的 悟 り を 得 る 極 め て
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感動 的 な一節 であ るが、 出だ しの、 有名 なHamletも ど きのFlushの モ
ノ ロー グが 、一種 のおか しみ とペ ー ソス をそ こに滲 ませ て、 かれ の深










そ の うちに も季 節 は本格的 な夏へ と移 り、Flushが 、今 で は三人(二
人 と一 匹)は 同 じ愛情 の なかで 三位 一体 だ と感 じて、幸 福 感 に酔い痴
れてい る折 も折、 か れの 身に一 大事件 が起 きる。馬 車 で買 い物 のお供
を した折、 ス ラム街 の犬泥棒 に誘拐 され、監 禁 され たの だ。 だが、 身
代 金 を言 い な りに払 え ば、そ の分 、 ごろつ きど もをの さば らす だけ に
な る、 とい う反駁 しよ うの ない ロジ ックに よって、家 族 とRobertが 強
硬 に反対 す るの を押 し切 って、 高級住 宅街 か ら一歩 も出た こ との ない
MissBarretは 、 敢然 、 メイ ドを伴 っ て ごろつ きの悪党 相 手 に交 渉 し、
Flushは 無事 に救 出 され、MissBarrettの 元 に戻 って くる。
それ か ら、数か 月後の9月12日 、ElizabethとRobertは 、 ヴィク トリ
ア朝 の専制 君 主的 な彼 女 の父 親 の反対 を恐 れて、 近 くの教 会 で密 か に
結婚 す る。 その後 幾 らも経 た ぬ うちに、ふ た りはメ イ ドのWilsonと 愛
犬Flushと と もに、イ タリアに出奔、ピサ か らフ ロー レンス に移 り住 み、
満 ち足 りた結婚生 活 を送 る。 イ タリアの 陽光 の下、 自由 と幸福 を得 た
Elizabethは 、今で は病弱 とはほ ど遠 く、健康 そ の もので あ る。 やがて、
ひ と りの男 児 を出産 、十年 ほ どの歳 月が 流 れる 中、 ロ ン ドンの彼女 の
父親 は、 ふ た りの結 婚 を許 さぬ ま ま、 世 を去 り、 今 は老 犬 とな った
Flushは 、あ る日の こ と、気怠 く寝そべ っていた市場の一 角か ら、突然、
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わが 身の死 の近 い ことを悟 ったかの よ うに、MrsBrowningの 部屋へ と
駆 け戻 る。折 しも,MrsBrowningは ソフ ァに横 になって読書 していた
が、Flushが ソ ファに跳 び乗 り、そ の顔 を彼女 の顔 の前 に突 き出 した と
き、 ず っと昔 、Flushが 自分 の悲 しみ の涙 を拭 って くれ た ことを思 い出









今 は二人 とも老 いてい く、 とい う感 慨 に襲 われ て、MrsBrowningは
Flushの 上 に屈み こむ。 なんて奇 妙な こ と、 い まだ って、 ふ た りの大 き




それか ら、MrsBrowningは 読書 をつづ け、 そ して、 もう一度Flush
を見 た。 だが、か れ は、彼女 を見 なか った。`Flush!'と 叫 んだが、声 が
ない。 さっ きは生 きていたの に、 い まはもう死 んで しまったのだ。
〈Flush;ABiogrphy執 筆の動機 とプ ロセ ス〉
ここでは、WoolfがFlushの 執筆 を思いつ いた その背景、動 機 につ い
て考えてみ る。
完成 度が 高 く、 過酷 なテ ン シ ョンを強い られ る小 説 に取 り組 ん だ後
は、Woolfは 、必ず と言 っていい ほ ど、そ の代償 と して、 なにか毛色 の
ちが った もの、通常 は軽 い書 き物、 あ るい は、 ジ ャンル を異 にす る評
論 に着手 している。 また、 両者が 同時進行す る場合 もあ る。
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「軽 い書 き物」 につ いて言 うな らば、TotheLighthouse(1927)の直
後 に、Orlando(1928)[彼 女 自身、1928年3月18日 付 日記(Diary,皿,
177)の 中で、この執筆 につい て、"allajoke;&yetgay&quickreading"、
"awriter'sholiday"と 呼 んでい る]に 取 り掛 かった と きが その一例 で あ
る。 もっ と も、彼 女 は、後 に、 これ を、 ジ ョー ク と して書 きは じめ、
真 剣 に書 き終 えた、 と述懐 す るこ とに もな るが。 あ るい は、ARoomof
One'sOwn(1928)の 後 にThePaygiteys(1932)を 、RogerFry(1939)
の後 にBetweentheActs(1941)を執 筆 したの も、 同 じく彼女独 自の創
作パ ター ンに よる。つ ま り、前作 とは異 質 の作 品を書 くこ とは、彼 女
に とって、精神衛 生 をはか る意 味合 い を もっていたの であ る。
「評論」 につ いて言 うな らば、Woolfは 生涯 にわた って、 フ ィク シ ョ
ンと評論 とい う相異 なる ジャ ンルの作 品 を交互 に、 あ るい は、 同時平
行 的 に手 が ける習性 が あ った。彼 女 の この創作 パ ター ンには、つ ぎの
ような理由が考 え られる
彼 女は、評論ARoomofOne'sOwn(1928)の中で、偉大 な精神 は男
女 両性 を備 えてお り、 そ う した精 神 こそ は、創 造 を よ くな し得 るの だ、
とい う 「精 神二 面論」、 「両性 具有 論」 を展 開 してい る。彼 女 は、男 性
に は、事実 認識 へ の志 向、理性 に よる分 析 能力 とい う資 質が顕 著 で あ
り、他 方 、女性 には、事 実 その もの よ りも、そ れ を契機 と して想 像 を
め ぐらす傾 向、優 れた感性 、鋭敏 な直感力 といった資質 が顕 著で ある、
と考 えた。彼女の書 き物 の 中では、それ らは"fact"と"truth","reason"と
"intuition"、 あ るいは、文学 的比喩 となって 、"granite"と"rainbow"な ど
と表現 されてい る。 そ して、両 者 の間 に彼女 は優劣 を認 めず、 そ れ ら
が 補 完 しあ って こそ、 人 問の到 達 し得 る最 大 の真 理(僥 倖 な折 に は、
"epiphany"、"revelation")を 手 に し得 る と考 えた のであ った。ARoom
ofOne'sOwnの 中 の彼 女 自身の表現 を借 りるな らば、 「創 造 の業 を な し
遂 げ るに は、そ れに先 立 って、女 性 の精神 と男性 の精神 の 間で何 らか
の協 力 が必 要だ。 い わば、 正反対 の もの 同士が 床入 りして結 婚 を成就
しな けれ ばな らない」(157)と い うこ とに なる。従 って、 文学作 品に
つ いて も、彼女 は これ を尺度 として、 自らの評価 を明 らか に してい る。






い(157)。 こうしたWoolfの 傑作の条件 を考えるならば、彼女が、フィ
クションと評論 を交互に手掛 けた理 由がおのず と明白になって くる。
す なわち、彼女 には、 自らが男性的原理 と女性的原理 というふたつの
対照的な才能を等分 に持 ち合 わせているという自負があ り、従 って、
その両者の成熟、統合 を意識的に企てたと言 える。すなわち、繊細な
感受性 と想像力 をより多 く要請 され るフィクションを完成させた暁に
は、今度は、冷静な判断力 と知的分析力をよ り多 く要請 される評論を
書 くという彼女独特のパター ンがそれを物語る。
他方、彼女には宿痾 として精神的障害[神 谷美恵子氏の 『ヴ ァージ
ニア ・ウル フ研究』によれば、「非定型型精神病」(245)]を 抱 えてい
たので、知的分析能力の産物である評論を書 くという行為 は、彼女 に
とっては、 自分の正気を維持し確かめる手段 でもあ り、一方、その作
品が世間に受け入れ られるということは、 自分の正気が世間か ら認知
された証 しを意味 したかもしれない。
また、先述 した、Woolfの 「両性具有論」、それに基づ く傑作の条件
づ けを思い起 こすならば、フィクションにせ よ、評論にせ よ、伝記 に
せ よ、彼女の作品がなぜ伝統的なイメージに馴染 まない という印象 を
読者に与えるのか、 とい う答えにもなっている。今 日、流行 りの 「学








彼 女は、「もの言わぬ絵画の王 国に生 まれた ほうがずっ とよか った」
(23)と 述懐 している。 また、沈黙のメディアの恩恵に浴 している姉
VanessaBellと その画家仲間に羨望の念 を禁 じ得なかった。画家Walter
SickertはWoolfに 宛てて、"Ihavealwaysbeenaliterarypainter,thank
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goodness,likeallthedecentpainters."(36)と記 した こ とがあ ったが 、
彼 女 はSickertの 絵 に深 い感動 を覚 え、彼 か ら 自分 の絵 について なにか
書 いて くれないか、 と依 頼 された時 も、迷 わず これ を引 き受 けてい る。
さて、WoolfはSickertの 絵 を どの ようにと らえていたの だろ うか。彼
女のWalterSicken:AConversationの骨子 は次 の ようであ る 彼の展
覧会 を訪 れ る と、 短編物 で も、 三巻物 の小 説 で も、ふ ん だん に見 つ か
る。 肖像 画 を描 くと き、彼 は、 目の前 のモデ ル の顔 にそ の顔 を作 り上
げ て きたその人 の生活(嘘 、卑 少 さ、光彩 、堕 落、忍 耐、 美)を 見 る。
人 を動 きの中 に置 き、そ の動 きの 中で、 そ の人 を見 る。完 成 した絵 の
中で は人物 が動 くこ とは もちろ んない が、決 定 的 な瞬間 に と らえ られ
た人物 た ちの絵 を見 てい ると、そ れ を観 る者 の心 におの ず とプ ロ ッ ト
が 生れ 、人物 たちの言 葉が 聞 こえて くるよ うな気がす る(18-23)。 そ
して、Woolfの このエ ッセイ をタイプ原稿 で読 んだSickertが 感動 して、
突然 、彼女 を訪 れ た とき、彼 女 はそ の様子 を、1934年3月8日 付 の甥






Sickertが 彼女 のBloomsburyGroupの 仲 間で、CliveBell(義 兄)や 美
術 界 の大 御所 だったRogerFryを け な してい るその くだ りをWoolfは ど
ん な気 持 ちで読 ん だの であ ろ う。 自分 の理想 とす る混 成 型の 画家 か ら
賞賛 を得 た のだか ら、 強い味 方、 大 いな る理解 者 を得 て 意 を強 くした
ので はない だろ うか。Woolf自 身、 「大抵 の英 国人 は、 見 る ことよ りも、
話す ことのほ うの訓 練 を受 けて きた」(17)と 記 し、彼女 の仲 間の中 に
さえ、Sickertの 絵 を 目の前 に して、 その審 美 的特質 とや らを云 々 し、
そ の絵 の持 って い る物 語性 や心 理的 イ ンパ ク トそ の もの には、殆 ど注
意 を払お う とは しない者 たちが いる、 と慨嘆 してい るか らであ る。
言葉 を不 純で不 適切 な媒 介物 と嘆 きつ つ も、 これ を 自分 の唯 一の 道
具 と受 け とめ、沈黙 の領 域 に肉薄 しよう としたWoolfは 、せ めて もの工
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夫 と して、 彼女 一流 の 「意識 の流 れ」、 「内的独 白」の手 法 を編 み だ し
た。 これ を彼女のFlushに つ なげ て言 うならば、Browning夫 妻 の ロマ ン
ス を書 こ う と思 い た った時、ふ と、 今 こそ 、で もない、 音楽 家 で もな
い、 だが、 同 じもの言 わぬ王 国の住 人 であ る犬 を主人公 に据 えて、 そ
の最 も興味 深 い沈黙 の領域 をな にか新趣 向 を凝 らした方 法 で伝 え る よ
うな作 品 に仕立 ててみ ようと、 陽気 に意気込 んだので はないだ ろうか。
JeanGuigetに よれ ば、 当初 、彼女 の心 に浮か んだのは、Bloomsbury
Groupの 仲 間で、姉 の恋人DuncanGrantの 伝 記 を書 くとい うアイ デァ
であ った。 が、 その とき、彼 女 は、伝 記 は今 の 自分 の気 分が 欲 して い
る"somethingimaginative"に そ ぐわない とい う感 じに とらえ られて迷 っ
た。 しか し、つ い に はGrantの 伝統 的 な伝 記 とい う よ りは、 む しろ、
"somethingaboutcanvassesglowinginastudio"一つ ま り、画家 がス タジ
オの奥へ と姿 を消 した後 に も、 画布 の上 で光輝 を放 ち続 け てい る作 品
に、そ の創 造主 た る画 家 その人 につ い て語 らせ 、彼 を彷彿 と させ るよ
うな類 いの伝 記 に仕立 て る とい う着想 を得 て、 納得 のい く妥協 点 を見
い だ した と感 じたの であ った(344)。 最終 的に はFlushが この アイデ ア
に とって代 わ る事 に なるの だが、 ここで、 我 々は ひ とつ の重 要 な共通
点 に気付 く。 す なわ ち、両者 の着 想 は、 ともに、 コ ミュニケ ー シ ョン
の手段 として人 間の言葉 に依存 しない とい う点 で共通 す る一枚 の絵 画
ない しは一 匹の犬 を作 品の語 り手 に据 えて、そ の絵 の創 造 主 、そ の犬
自身 とその世界 を彷佛 とさせ ようとい う試み だか らである。
Flushに 関す る最初 の言及 は、 おそ ら く、1931年8月10日 の 日記 の中
の"...IwillnowwritealittleatFlush."(Diary,IV,28)とい う記述 であ ろ




Flushに 着手 する まで の以上の プロセ スか ら推 して、Woolfが 、 「ひ じ
ょうな 緊張 を強 い られ、 中 身の凝 縮 したTheWaves」(Diary,IV,40,
1931.8.1付)を 脱稿 した後、 その息抜 きとして、持 ち前 の想像 力 を駆
使 して、 な にか軽 い読み物 を書 こうか 、それ とも、そ れ とは対 照 的 に、
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記に記 していること、そのOrlandoに 「ある伝記」と言う副題が付 され
ていることを考え合わせるな らば、次作の的は案外早い時期に、「なに
か軽妙な伝記」というあた りに、絞 られていたのではないだろうか。
また、「第二のOrlando」 という言葉に着 目すれば、Orlandoの 執筆を
通 して得た 「伝記」作家 としての彼女の自信 と、それをさらに超 える
手法 を開拓 したいという野心が窺われる。当初 は 「伝記」 と言 うジャ
ンルとして想定したわけでもなく、ただ、TotheLighthouseの 執筆か ら
の解放感の中で、陽気に、ジョークとして書き出したOrlandoで はあっ
たが、彼女に してみれば、 これによって、 はじめて 「伝記」 という、
今 まで手を染めたことのないジャンルを経験 したのだ、 という思いと、
しか も、それを、彼女一流 の意匠を凝 らすことで、通常 の 「伝記」 と
は全 く趣を異にする魅力的な 「変種」を創始 した、 とい う自負 を得た
であろう。彼女の親友VitaSackville-westを モデルとしてWoolfが 初め
て手がけたこの作品は会心の作 となった。実際、 これは、単純 に 「伝
記」あるいは 「小説」 とい う分類を拒む雰囲気 を湛 えた作品であって、
フ ァ ン タ ジ 　
い くつ かの邦訳 版 の うち の うち一編 は、 「幻想 文学」 のセ ッ ト物 に組 み
込 まれている くらい である。
さ らに言 うな らば、Flushの モ デル は、Woolfが 親友/恋 人のVitaか
ら贈 られ たFlushと 同 じコッカー ・スパ ニエ ル犬(Pinkaと もい う)で
あ る。 このPinkerを 彼女 の夫 もたいそ う気 に入 り、WoolfはVitaへ の礼
状 に、"LeonardsaysseriouslyshemakeshimbelieveinGod"と記 してい
る(Letter,III,284-5)。 また、44種 類 の犬 を写真 つ きで紹 介 したFaces:
ProfilesofDogsの 作者Vitaは 、 この本 の中で、 この種 の犬 は猟犬 として
も、家庭 的愛 情 にお いて も優 れて いるの で人気 が あ る…… その耳 が女
主 人そ っ くりのMissBarrettのFlushほ ど、退屈 で座 りが ちの生 活 を送
っ た 犬 は い な か っ た と記 して い る 。 ち な み にWoolfのFlushに は 、
Pinkerの 写真 の載 った版が二 つあ る。
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〈WoolfとElizabethBarrettBrowning>
WoolfがFlushの 執 筆 を思 い付 い た 頃 まで に は、 先述 した よ うに、
ElizabethとRobertの ロマ ンテ ィ ックな駆 け落 ち事 件 は、 これ をテ ーマ
と したRudolfBesierのTheBarrettsofWimpoleStreetとい う芝居(1930
年8月20日 のGBShawに よるMalvernFestivalで の上演 を皮切 りに10
月 には ロ ン ドン、つ い で、 ニ ュー ヨー クで上演 され た)や 、 同一 テー
マ を扱 ったElizabeth自 らの詩("FlushorFaunus';"ToFlush,My1)og"A
sonnetfromPortugese,CasaGuidi,AuyoyaLeighなど)に よって も、 人々
の問 に大 きな話題 をよんでいた。Woolf自 身、Vitaに 宛て た手 紙の 中で、
早速 、 自分 も10月6日 に観劇 す る予 定で あ る と告 げ てい る。 そ して、
翌年6月27日 のEthelSmyth宛 ての手紙 では、 芝居 を観 たが、や やイ ン
パ ク トに欠 ける と感 じた こと、 また、MrsBrowningに つ いてのエ ッセ
イ[1931年7月2日 付 、TimesLiterarySupplementに掲 載 され た
`AuroraLeigh"の こ と]を 書 きあ げ、 それが、 翌週、記 事 にな る旨を伝
えてい る。
WoolfがElizabethBarrett作 の 自伝 的叙事詩`AuyoyaLeigh"に ついて、
同題のエ ッセイ を書 く気 にな ったのは、明 らか に、Besierの 芝居 に刺 激
され て の こ とで あ る。 なぜ な ら、Woolfは そ の 中 で 、"Aurorathe
ficticiousseemstobethrowinglightuponElizabeththeactual"(Collected
Essays,1,212)と 記 して いて、芝 居 にお け るギ ャップを埋 め るもの を、
そ こに見 いだ して いるか らであ る。彼女 のエ ッセイが掲 載 された 日の
YaleReview編 集者HelenMcAfee宛 ての手紙 では、記事 の謝礼 として受
け とった小 切手 に謝意 を表 した後、 ロ ン ドンで は、 「ウ ィ ンポー ルのパ
レ ッ ト家」 の芝居 の人気 は依 然 として衰 えてい ない。 自分 自身は失 望
したが、 誇張 では な く、ス トー リー 自体 には非常 に興 味 をそそ られた。
が、 もっ と上手 く作 品化 す る方法 があ った ので はな いか。 しか し、 パ
レ ッ ト家 の 人 は激怒 して いて 、名 誉毀 損 罪で 訴 え る と息巻 い てい る、
と伝 えてい る。 この時、Woolfは 自分 な らば同 じ題材 をもっ と上手 に作
品化で きるのでは と、挑 戦意 欲 を掻 き立 て られた ので はない だろ うか。
因み に、 このロマ ンスは、WoolfのFlush刊 行 後、1934年 には映画化 さ
れ、TheMetropoleVictoriaと い う映 画館 で原題 の ま ま(日 本での題名
は 『白い蘭 』)上 演 され た。 さ らに、1935年 にはPiccadillyTheatreで 再
演 されて もいる。
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当 時 、 世 間 を 騒 が せ て い た こ の 大 ロ マ ン ス の 主 人 公 で あ る
ElizabethBarrettに 、Woolfが 同業 者、 しか も、 同性 の同業者 と して格
別 の興味 を募 らせ た、 として も不 思議 は ない。実際 、Flushを 執筆 中の
1933年2月23日 付 けのLadyOttolineMorrell宛 て の手紙 には、F1%s〃 執 ・




この手 紙 の中で注 目す べ きは、彼女 がBrowning夫 妻 に興 味 を寄 せて
い る とい う事実 と同時 に、か れ らの ラブ ・レター を基 に して 、夫 妻で
は な く、 かれ らの犬 の伝 記 を書 きた い とい う誘惑 に駆 られた(傍 点 一
筆 者)、 と記 してい る点 であ る。Browning夫 妻 に寄せ るWoolfの 関心 に
つい ては後 に論 ず る として、 まず、作 者が伝 記の主 人公 をBrowning夫
妻で はな く、か れ らの愛犬Flushに した その理 由 につ い て考 えて みた
いo
〈犬 を主人公 に した理由 〉
上 述 した よ うに、 この ロマ ンスが世 間 の人 々の よ く知 る事件 であ っ
た こ とを考 えるな らば、Woolfが 、 この同 じ題材 を使 って 別の作 品 に仕
立 て よ うと した とき、何 らか の新 機軸 を打 ち 出 した い と考 え、特 別 の
意 匠 を凝 らそ う と腐 心 した こ とは、大 い にあ り得 る と考 え られ る。世
間 の人 々の関心がBrowning夫 妻 に集 中 してい ると き、言葉 を持 たぬ愛
犬FlushをBrowning夫 妻 の情熱 的 な ロマ ンス の一貫 した 目撃者 ・語 り
手 に据 え(最 終 頁のFlushの 死 の場面以外 は)、 それ にElizabethの 日記
や ふ た りの ラブ レターを傍証 と しなが らス トー リー を進 め て行 く、 と
い う読 者の意表 を付 くようなWoolfの 着想 には、彼女 な りの茶 目っ気 と
野心 が潜 んで いたのである。
そ の 一 つ は 、 父LeslieStephenが 初 代 編 集 長 を 務 め た1)NB
(DictionaryofNationalBiography)のパ ロデ ィで ある。例 えば、最終 的
には使 われ なかったFlushの"Authorities"の 自書 の頁 には次 の よ うな一
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文が あ るDNBに 人 間だ けを載せ るの は人間 のエ ゴ とい うもの であ
る。"K"や"N"の 項 には、"Antiquary"のKeepeやNestaの名 はあって も、
Keeper(E.Bronteの 愛 犬一 筆 者注)やNero(Carlyleの 愛犬一筆 者注)
の名 はないでは ないか。
二つ 目は、BloomsburyGroupの 仲 間のひ と り、LyttonStracheyと も
大い に関係 が ある。BloomsburyGroupの10数名 の メ ンバ ー は、 その大
半が 美術 関係の 人々 で、文 学世界 の住 人 と言 え ば、Woolfの ほか には、
EMForsterとLyttonStracheyだけであった。 とくに、Lyttonと は、年
齢 的に も近 く、極 めて親密 な感情 を抱 きあ って いた。 あ る 日、Virginia
はLyttonか らプ ロポー ズ され、か れが全 く予想 しなか った こ とに、そ
れ は彼 女 に よって、 すん な り受 け入 れ られた。 だが、翌 日、 ふた りは、
どち らか らともな く、 自分 た ちの衝 動的 な婚約 を笑い なが ら解 消 した。
Lyttonのhomosexualityは つ とに知 れ わた っていた し、Virginiaに して
も、 自分 は性 的 にfrigidだ と感 じていた。 む しろ、BloomsburyGroupの
メ ンバ ー と して長年 過 ご して いる うち に、 変則 的 な男女 関係 の ほ うに
馴 染みす ぎていた、 と解 釈 したほ うが適切 か も しれない。
当時、LyttonStracheyと 言 えば、伝 記の世界 に革命 を起 こ した、 と言
わ れ、毀 誉褒貶 の セ ンセ イ シ ョンの 渦中 にあ った。 悪評 の ほ うにつ い
て言 えば、Stracheyは 、 第一次世界大戦後 の幻滅の世代 の特徴 と致命的
な 欠 陥 をさ らけ だ して い る代 表 格 で、 かれ の書 く伝 記 は戯画 的 肖像 、
徒 らなる現実暴 露 にす ぎない、 とい う もの であ った。例 えば、Harold
Nicolsonに よれば、Stracheyは 、忍 び笑 いで最 も巧妙 に偶 像 を破壊 す る
者 であ り、正確 さを尊 重す る以 上 にパ ラ ドックス に興 じ、歴 史的 感覚
とい え ば皆 無 の、 不純 な伝 記 作 者 とい うこ と にな る。 一 方 、Evelyn
Waughに よれば、我 々の古 き伝 記 を終焉 させ 、、 故人 を称 えるのに、 よ
り愉 しいや り方 を発見 した偉大 な人 とい うことになる。
BloomsburyGroupは、 幸 か 不 幸 か 、LyttonStracheyの 著 した
EminentVictorians(1918)の出現 に よって、一躍、 世 間に広 く知 られ
る ように なった。小 説 の分 野 で新 領域 を拓 き、 モ ダニス トとしてその
名 を欲 しい ままに し、 円熟 期 にあったWoolfが 、互 いに良 き理解者 で も
あ り、最 良 の意 味で の ライバ ル意 識 を持 ち あ う仲 で もあ ったLyttonが
「伝 記」 の分野 に新 領域 を拓 き、世 間の注 目を浴 びてい る ことに強い刺
激 を受 けて、 自 らも 「伝 記 」 と言 う分 野 に触手 を伸 ば して み よう とい
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う気になったとしても、それは大いにあ りそうなことである。それ と
同時に、Lyttonが 流行 らせた伝記の形にジョークを投げ付 けたいという
茶 目っ気たっぷ りのか らかい気分 と、少なか らぬ優越感 も働いていた
(これは、彼女がその5年 前 にOrlandoを 書いた ときに働いていた心理 と
符号する)。Woolfの 天分が、ほんの僅かな事実をきっかけとして、あ
とは大いなる想像力の翼 にのって易々とス トーリー を紡 ぎ出す類いの
ものであるとするならば、Lyttonの 天分は、彼女のとは全 く対照的に、
結論を描 きだすために事実を愛 し、事実によってのみ自 らの想像力が






る。つまり、無か らの創造力 に恵まれないLyttonに とって、「伝記」は
かれの食指が動 くに十分のジャンル、というわけである。 こと文学に
関 しては、WoolfがLyttonに 優越感 を抱いていたことは否めない。例え
ば、LyttonのQueenVictoriaとElizabethandEssexを 比較 した場合、後者
は、時代的に既知の事実が乏 しく、その大部分をLyttonの 想像に依存
している。そのため、事実 と想像物 という相いれぬ ものが融合 しない
まま、不完全な作品となっている、とWoolfは 断を下 している。
Flush刊 行の六年後、Woolfは 伝記 としては三作 目にあたるRogerFry
を著 したが、ほぼ同時期に書かれた伝記論"TheArtofBiography"(1939)




開拓へのWoolfの 意気込み と歓びの衰退 と一致する。そして、その後、
彼女は自分の才能を二度と長編の 「伝記」に傾注することはなかった。
Woolfの 茶 目っけに溢れた野心の三つ 目は、犬の知覚力、認識力のほ
うが人間のそれより正 しく、時として品位 においても優 ることを暗示
しようとした点に見 られる。一例 を挙げるならば、Flushが 恋敵のMr.
Browingの 出現 に平静心 をかき乱され、内なる葛藤、苦悩 を克服 して、
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つ い に愛 の悟 りを得 、 人 間に も至 難 の技 であ るの に、そ れ を実践 に移
して、三位一体 の境地 を開 く一方、恋 人た ちは とい えば、Flushの 行動
の背 後 にあ る深 い煩 悩 、高 邁 な哲 学 、雄 々 しい決意 を感知 しえず 、 も
っぱ ら、 自己満 足 的 にか れの い じま しい レジス タ ンス を叱 った り、笑
い者 に した り、許 してや った りす る。
「伝記 の主 題 は、 なん らか の歴 史 的役割 を演 じた有名 人(偉 人 とは
限 らないが)を 選 ぶの が正 しい」 とい うLyttonの 忠 告 に逆 らって(意
図 的 だったか否 か は不 明)、Woolfは 、人 間 どころか、 言葉 を持 た ない
一 匹の犬 を主人公 に選 んだ。 が、 これ には、既 に、"lowLife"を 描 く必
要 が ある と 自分 で も痛 感 して いた とい う こと もあ る。そ こへ もって き
てTheWavesを 読 ん だEthelSmythか ら、彼 女 の作 品世界 は、Dickens
の ような現実味 に欠け る、 いわ ば審美 的現実("aethereality")と い う も
の だ 、 とい う批判 を受 け、 そ れ を認め ざる を得 ない と感 じた。 また、
1930年12月 には、Woolf自 身、 ハ ン ドバ ッグを盗 まれ警察 に受 け取 り
に出 向いた ことがあ って、 そ の経験 によっ て 自分 は ア ンダー ワール ド
に受 け入 れて もらった気 が した、 と 日記 に記 して い る(Lee,620)。 以
上 の反 省 や 実体 験 に よっ て、Flushの 貧 民 窟 の シー ンに は ひ と きわ
Dickens風 の リア リテ ィが漂 ってい る。
一方、Woolfは 、 主要 人物の人生 と平行 して、 あるいは、 それ と対照
的 に、 その 蔭で ひ っそ りと生 きた 人々 の人生 を描 く必要 を も感 じて い
た。 そ して、Browning-」 家が フロー レンスに住 ん でいた と き、 「メイ ド
のWilsonが 、SignorRighiと 恋 にお ちた」 という僅 か一文 に、3頁 半 に
もわ たる原注 を付 す ことで、伝 記 の新領域 を示 唆 してい る。以下 はそ










副次 的人物 、周辺的 人物 の伝記("secondarybiography")は主要人物
の様 々な面 に光 をあ て、 その 人物 の理解 を多 い に助 け る こ とに な る。
また、今 は忘 れ去 られ てい るが、 偉大 な文 学 のイ ンス ピ レー シ ョン と
な った召 使や マ イナーな人 々 も大 勢 いた に違 い ない。ElizabethBarrett
Browningの 詩集 を編 集 し、 彼 女 の伝 記 も著 した現 代 作 家Margaret
Forster(1938-)は 、実際、Flushの 中の上記 のWoolf自 身の注 記 に刺
激 されて、LilyWilsonを 主 人公 とした伝記Lady'sMaid(1990)を著 し
てい る し、 その他、 同種 の副 次 的人物 を主人公 とした 「伝 記」 も今 日、
数多 く出版 されてい る。
〈お わ りに>
Woolfは 、女主人 と同 じ鋳型 か ら作 られた かの ような一 匹の犬、無数
の 感覚 の うちの 一つ で も不 完 全 な言 語 に屈 せ ず 、純 粋 に鋭 利 な五感
(と くに、 嗅覚)だ け に よって、事物 を直 覚す るFlushを 主 人公 兼 出来
事 の 目撃者 に仕 立て る とい う着想 によって、MissBarrettの パ ー ソナ リ
テ ィを、 そ の非言 語領 域、 意識 下の領 域 に まで及 んで 浮 き彫 りにす る
ことに成功 した。Woolfが まれに 自 らの声 を加 え るこ とはあって も、終
始Flushの 内面 を コ トバ化す る とい う役 に徹 してい る。 まさに、彼女 の
甥 のQentinBellが 記 している よ うに、Flushは 「犬好 きの人 間に よって
とい うよ りも、 犬 になってみたか った人間の手 に成る作 品」(Bell,175)
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